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●
は
じ
め
に
―
な
ぜ
市
民
社
会
に

注
目
す
る
の
か
―

二
〇
一
四
年
四
月
一
二
日
付
の
英

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
は
、
中
国
市
民

社
会
に
関
連
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
記
事
は
、中
国
の
市
民
社
会
が
党
・

政
府
の
厳
し
い
統
制
下
に
置
か
れ
な
が

ら
も
、
そ
の
活
発
な
活
動
力
と
強
い
生

命
力
が
中
国
社
会
の
変
革
を
推
進
す
る

力
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
表
明
し

て
い
る
。
実
は
、
中
国
に
お
け
る
市
民

社
会
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
一
九
八
〇
年

代
末
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。当
時
、

一
九
八
九
年
の
第
二
次
天
安
門
事
件
を

契
機
と
し
て
、
研
究
者
の
間
で
は
、
民

主
化
運
動
の
高
ま
り
を
、
東
欧
諸
国
の

民
主
主
義
革
命
の
波
及
効
果
と
し
て
捉

え
た
。
中
国
に
お
い
て
も
、
市
場
経
済

化
の
推
進
に
よ
っ
て
、
人
々
の
結
社
意

識
の
高
ま
り
と
そ
れ
に
と
も
な
う
社
会

団
体
（
市
民
社
会
組
織
）
の
成
長
が
、

市
民
社
会
を
形
成
・
促
進
し
て
ゆ
く
と

期
待
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
間
、

時
に
中
国
国
内
の
政
治
情
勢
が
変
わ
り

な
が
ら
も
、
市
民
社
会
は
依
然
と
し
て

中
国
政
治
社
会
の
言
説
空
間
の
な
か
で

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
重
要
な
概
念
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

な
ぜ
市
民
社
会
に
多
く
の
人
々
の
関

心
が
集
ま
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
経

済
発
展
と
民
主
化
の
関
連
に
お
い
て
、

市
民
社
会
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
欧
米
民
主
主
義
諸
国

や
民
主
主
義
体
制
へ
の
移
行
を
果
た
し

た
権
威
主
義
国
家
が
経
験
し
た
よ
う

に
、
経
済
成
長
は
、
都
市
化
、
中
産
階

級
の
成
長
、
政
治
参
加
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
市
民
社
会
の
成
長
を
経
て
、
最

終
的
に
民
主
化
の
移
行
を
も
た
ら
す
と

い
う
構
図
が
存
在
す
る
。
市
民
社
会
の

成
熟
度
は
、
市
民
社
会
組
織
数
、
組
織

の
自
立
性
・
自
律
性
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

機
能
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
参

考
文
献
④
）。

中
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
よ
り
「
小

政
府
、
大
社
会
」
の
理
念
の
下
、
社
会

団
体
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
社
会
組
織

は
急
成
長
を
迎
え
た
が
、
民
主
化
運
動

の
挫
折
を
経
験
し
た
の
ち
、
厳
し
い
規

制
を
か
け
ら
れ
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
も
団
体
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。
個
人
意
識
に
よ
っ
て
自
発
的

に
設
立
さ
れ
た
市
民
社
会
組
織
が
増
加

し
、
な
か
で
も
私
営
企
業
家
、
知
識
人

と
い
っ
た
中
産
階
級
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
見

す
る
と
中
国
も
同
じ
よ
う
な
道
の
り
を

歩
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
党
・
政
府
は
市
民
社
会
組

織
に
対
す
る
関
与
を
続
け
て
い
る
。
本

来
、
市
民
社
会
組
織
が
持
つ
べ
き
国
家

公
権
力
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
、
中
国

の
政
治
社
会
の
な
か
で
は
多
か
れ
少
な

か
れ
そ
の
働
き
自
体
が
限
定
さ
れ
て
い

る
。
特
に
こ
の
一
、
二
年
は
、
中
国
政

府
に
よ
る
市
民
社
会
を
め
ぐ
る
議
論
を

規
制
し
、
公
権
力
と
対
峙
す
る
市
民
社

会
組
織
へ
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
も
、
現
実
社
会

に
お
い
て
、
民
政
部
門
で
登
記
す
る
社

会
団
体
、
民
弁
非
企
業
単
位
、
基
金
会

と
い
っ
た
公
式
な
市
民
社
会
組
織
は
成

長
す
る
停
滞
気
味
も
み
せ
る
こ
と
な

く
、
二
〇
一
二
年
末
に
そ
の
数
は
既
に

四
九
万
九
二
六
九
団
体
に
の
ぼ
っ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑤
）。
ま
た
、社
区
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
レ
ベ
ル
に
お
け
る
草
の

根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
対
象
と
し
た
届
出
制
度
の

導
入
や
、
社
会
団
体
を
取
り
込
ん
だ
新

た
な
地
方
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
が
よ
り

一
層
進
ん
だ
こ
と
も
、
党
・
政
府
の
主

導
の
下
で
進
め
ら
れ
た
も
の
と
は
い

え
、
中
国
市
民
社
会
の
成
長
に
少
な
か

ら
ず
プ
ラ
ス
的
影
響
を
与
え
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
一
党
専
制
の
権
威
主

義
体
制
下
に
置
か
れ
た
中
国
の
市
民
社

会
は
、複
雑
な
構
図
を
露
呈
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
中
国
の
市
民
社
会
組
織

の
諸
構
成
・
規
模
、
中
産
階
級
に
よ
る

結
社
状
況
か
ら
中
国
市
民
社
会
の
現
在

を
探
っ
て
み
よ
う
。

●
中
国
市
民
社
会
の
組
織
構
成

中
国
の
市
民
社
会
は
如
何
な
る
組
織

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
（
参
考
文

献
③
）。
図
１
は
、
筆
者
が
二
〇
一
一

年
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
中

中国の都市化を考える
特　　集

中
国
の
市
民
社
会

　

―
団
体
の
視
角
か
ら
考
え
る
―

黄 

媚
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中国の市民社会 ―団体の視角から考える―

国
市
民
社
会
の
団
体
地
図
で
あ
る
。

ま
ず
、
中
国
の
公
式
な
市
民
社
会
組

織
と
定
義
さ
れ
て
い
る
団
体
と
し
て
、

社
会
団
体
、
民
弁
非
企
業
単
位
お
よ
び

基
金
会
が
あ
る
。
こ
の
三
種
類
の
団
体

は
社
会
団
体
法
人
の
法
人
格
を
与
え
ら

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
社
会
団
体
は

個
人
結
社
組
織
、
民
弁
非
企
業
単
位
は

社
会
公
共
事
業
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
組
織
、
基
金
会
は
寄
付
金
を
受
け
て

公
益
活
動
に
従
事
す
る
組
織
、
と
各
自

の
役
割
に
基
づ
き
区
分
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
に
全
部
で
四
六
万
一
九
七

一
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三

種
類
の
団
体
は
、
民
政
部
門
へ
の
登
記

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
団
体
の
日

常
活
動
も
業
務
主
管
単
位（
日
本
で
は
、

主
務
官
庁
に
あ
た
る
）
と
民
政
部
門
の

管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

人
民
団
体
は
民
政
部
門
で
登
記
免
除

の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
人
民
政
治
協

商
会
議
で
議
席
を
も
ち
、
特
殊
な
政
治

的
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

人
民
団
体
は
建
国
前
か
ら
共
産
党
の
指

導
の
下
で
設
立
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば

（
中
国
共
産
主
義
青
年
団
体
、
中
華
全

国
総
工
会
）、
建
国
前
に
設
立
さ
れ
建

国
後
に
共
産
党
の
指
導
に
よ
っ
て
再
編

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
中
華
全
国
婦
女

連
合
会
、
中
華
全
国
青
年
連
合
会
、
中

華
全
国
工
商
業
連
合
会
）。
さ
ら
に
、

建
国
以
降
、
政
治
社
会
的
状
況
や
国
家

建
設
に
応
じ
て
、
共
産
党
の
指
導
の
下

で
設
立
さ
れ
た
団
体
も
あ
る
（
中
国
科

学
技
術
協
会
、
中
華
全
国
帰
国
華
僑
連

合
会
、
中
華
全
国
台
湾
同
胞
連
誼
会
）

（
参
考
文
献
①
）。
人
民
団
体
は
全
国
に

お
い
て
広
い
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
に
約
六
九

七
万
団
体
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
人
民
団

体
以
外
に
も
、
国
務
院
の
批
准
に
よ
り

民
政
部
門
で
の
登
記
を
免
除
さ
れ
る
社

会
団
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
人

事
、
財
政
、
組
織
の
運
営
は
政
府
と
の

間
に
緊
密
的
な
関
係
を
持
ち
、
政
府
業

務
へ
の
補
助
活
動
を
担
っ
て
い
る
。
二

〇
一
一
年
に
七
七
万
以
上
の
団
体
会

員
・
基
層
組
織
を
有
し
て
い
る
。

中
国
の
社
区
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
は
、

基
層
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
と
い
う
側
面

が
強
い
。二
〇
〇
〇
年
に
民
政
部
は「
全

国
に
都
市
社
区
建
設
を
推
進
す
る
こ
と

に
関
す
る
意
見
」
を
公
布
し
、
社
区
の

推
進
を
明
文
化
し
た
。
市
場
経
済
化
、

都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か
、党
・

政
府
は
基
層
レ
ベ
ル
の
政
治
シ
ス
テ
ム

の
再
編
を
図
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
大
衆
の
生
活

事
務
へ
の
管
理
、
治
安
維
持
な
ど
様
々

な
役
割
を
社
区
に
与
え
て
い
る
。
二
〇

一
一
年
全
国
で
一
六
万
三
五
二
の
社
区

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

大
衆
の
自
治
組
織
と
し
て
は
農
村
村

民
委
員
会
と
都
市
居
民
委
員
会
が
あ
げ

ら
れ
る
（
一
九
八
二
年
憲
法
、
第
一
一

一
条
）。
二
〇
一
一
年
末
ま
で
に
合
わ

せ
て
六
七
万
九
一
三
三
団
体
が
あ
る
。

一
九
八
八
年
に「
村
民
委
員
会
組
織
法
」

（
二
〇
一
〇
年
改
正
）、
一
九
九
〇
年
に

「
都
市
居
民
委
員
会
組
織
法
」
が
施
行

さ
れ
、
法
律
上
で
大
衆
の
自
治
組
織
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
農

村
村
民
委
員
会
は
村
の
党
委
員
会
に
よ

る
関
与
が
強
く
、
都
市
居
民
委
員
会
も

基
層
社
会
レ
ベ
ル
に
お
い
て
政
治
安
定

化
を
図
る
政
府
機
構
の
ひ
と
つ
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

民
政
部
門
の
登
記
基
準
を
満
た
し
て

（注）  は税制上の概念、  は中国市民社会の範囲

（出所）中華人民共和国統計局編『中国統計年鑑』北京：中国統計出版社、2012 年、中国社会組織年鑑編委会『中国社会組織年鑑』2012 年、
北京：中国社会出版社、国家統計局普査中心『中国基本単位統計年鑑』北京：中国統計出版社、2012 年、各人民団体、民政部門で
登記を免除する社会団体のホームページから、辻中豊『現代日本の市民社会・利益団体』木鐸社、2002 年、234 ～ 235 ページに基
づき筆者作成。

図 1　中国市民社会の団体地図（2011 年）
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い
な
い
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
任
意
団
体
も

数
多
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
法
人
格

を
持
た
ず
に
登
記
し
て
い
る
社
会
団
体

の
下
、
政
府
機
関
・
事
業
単
位
の
内
部

で
活
動
を
行
う
二
級
団
体
、
大
学
の

サ
ー
ク
ル
・
趣
味
団
体
・
環
境
団
体
、

農
村
地
域
社
会
で
の
娯
楽
団
体
・
一
部

の
老
人
会
・
地
縁
団
体
・
宗
族
、
農
村

と
都
市
部
で
の
地
下
宗
教
団
体
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
環
境
保
護
、
貧
困
削

減
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
弱
者
保
護
な
ど
分

野
で
活
動
す
る
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
企

業
と
し
て
登
記
す
る
団
体
も
あ
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
登
記
せ
ず
に
活
動
す
る
団
体

も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
数

は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
推

測
に
よ
る
と
約
二
〇
〇
万
か
ら
二
七
〇

万
に
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
他
に
は
、

組
合
性
を
有
し
な
が
ら
も
、
政
府
の
政

策
的
指
導
に
よ
っ
て
経
済
活
動
の
な
か

で
営
利
性
を
よ
り
重
視
し
、
企
業
法
人

と
し
て
登
記
す
る
農
民
専
業
合
作
社
が

二
〇
一
一
年
に
五
〇
万
九
〇
〇
〇
社
あ

る
。こ

れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
中
国
市
民

社
会
組
織
の
な
か
で
、
党
・
政
府
の
主

導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
や
党
・

政
府
と
の
間
に
緊
密
的
関
係
を
持
つ
、

い
わ
ゆ
る
「
外
郭
団
体
」
は
合
わ
せ
て

八
五
九
万
団
体
以
上
（
人
民
団
体
＋
登

記
免
除
団
体
＋
社
区
＋
基
層
自
治
組

織
）
あ
る
と
み
ら
れ
、
か
な
り
高
い
割

合
を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
自
由
結
社

に
基
づ
い
て
（
む
ろ
ん
、
社
会
団
体
、

民
弁
非
企
業
単
位
、
基
金
会
の
な
か
で

も
政
府
主
導
で
設
立
さ
れ
た
も
の
も
少

な
く
な
い
が
、
結
社
基
準
お
よ
び
党
・

政
府
と
の
緊
密
度
を
考
え
て
自
由
結
社

組
織
と
み
な
す
）
設
立
さ
れ
る
も
の
が

二
五
〇
万
か
ら
三
〇
〇
万
団
体
（
社
会

団
体
・
民
弁
非
企
業
単
位
・
基
金
会
＋

草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

中
国
の
市
民
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

自
由
結
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団
体

が
何
ら
か
の
社
会
変
革
の
推
進
力
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
中
産
階
級
と
市
民
社
会

自
由
結
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
市

民
社
会
組
織
の
な
か
で
、
業
界
団
体
、

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
活
動
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
市
場

経
済
化
と
都
市
化
に
よ
っ
て
中
産
階
級

が
生
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
、
陸

学
芸
が
初
め
て
中
国
の
社
会
階
層
に
関

す
る
研
究
報
告
を
発
表
し
、
社
会
主
義

中
国
に
お
い
て
も
社
会
階
層
の
多
元
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
反
響

を
呼
ん
だ
。
か
つ
て
計
画
経
済
体
制
時

代
に
抑
圧
さ
れ
た
私
営
企
業
家
や
文
化

大
革
命
期
に
迫
害
さ
れ
た
知
識
人
は
、

市
場
経
済
体
制
下
で
経
済
活
動
の
自
由

化
、
知
識
の
重
視
に
よ
っ
て
、
経
済
的

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
社
会
的
地
位
も

向
上
し
、
中
産
階
級
の
主
た
る
構
成
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
営
企
業
家
と
知

識
人
の
な
か
に
は
、
結
社
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
る
。

私
営
企
業
家
を
主
体
と
す
る
結
社
組

織
と
し
て
は
、
私
営
企
業
家
の
頂
上
団

体
に
あ
た
る
人
民
団
体
―
中
華
全
国
工

商
業
連
合
会
、
お
よ
び
業
種
別
の
企
業

家
団
体
に
あ
た
る
業
界
団
体
が
あ
る
。

ま
た
、
小
規
模
の
企
業
経
営
者
で
あ
る

個
体
経
営
者
は
個
体
私
営
企
業
協
会
に

入
会
す
る
。
業
界
団
体
の
成
長
は
、
一

九
八
〇
年
代
末
か
ら
政
府
機
構
改
革
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、
経
済
管
理
権

限
の
社
会
団
体
へ
の
委
譲
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
業

界
団
体
は
、
主
に
中
央
の
経
済
専
業
部

局
の
再
編
・
合
弁
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
市
場
経
済
改
革
の
更
な
る
推
進
を

受
け
、
私
営
企
業
家
は
地
元
の
経
済
活

動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
権
益
確
保
お
よ
び
業
界
全
体
の
利
益

獲
得
の
た
め
に
業
界
団
体
を
設
立
す
る

に
至
っ
た
。

さ
ら
に
、
彼
ら
は
業
界
団
体
を
通
じ

た
地
方
レ
ベ
ル
へ
の
政
治
参
加
も
展
開

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
私
営
経
済

が
発
達
す
る
浙
江
省
温
州
市
の
業
界
団

体
は
、
企
業
家
の
意
思
に
よ
っ
て
自
発

的
に
設
立
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
政
府

か
ら
自
立
し
、
地
方
政
治
シ
ス
テ
ム
へ

の
積
極
的
参
加
を
行
う
こ
と
で
、
中
国

市
民
社
会
の
萌
芽
で
あ
る
と
中
国
国
内

外
の
研
究
者
か
ら
一
時
高
い
期
待
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
浙
江
省
温
嶺
市
で

は
、
二
〇
〇
三
年
深
刻
化
す
る
労
使
問

題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
、
業
界
団

体
と
政
府
、
労
働
組
合
の
三
者
に
よ
る

賃
金
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
最
初
の

ウ
ー
ル
シ
ャ
ツ
業
界
を
皮
切
り
に
、
靴

製
造
、
包
装
、
水
産
加
工
な
ど
の
業
界

も
三
者
協
議
を
導
入
・
実
施
し
て
い
る
。

中
央
レ
ベ
ル
で
形
骸
化
し
て
い
る
三
者

協
議
制
度
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
経
済

社
会
の
安
定
措
置
と
し
て
、業
界
団
体
、

労
働
組
合
を
取
り
込
ん
だ
協
議
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
私
営
企

業
家
は
業
界
団
体
を
通
じ
て
、
か
つ
て

国
家
が
経
済
領
域
で
握
っ
て
き
た
権
力

を
取
戻
そ
う
と
動
き
出
し
て
い
る
。

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
草
の
根
Ｎ
Ｇ

Ｏ
創
設
者
の
な
か
で
は
知
識
人
が
か
な

り
の
比
率
を
占
め
て
い
る
。
天
則
経
済

研
究
所
は
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
。
研
究
所

の
創
設
者
茅
于
軾
は
有
名
な
経
済
学
者

で
、
研
究
所
の
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
も
北

京
航
空
航
天
大
学
、中
国
社
会
科
学
院
、
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山
東
大
学
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
中
国

社
会
科
学
院
な
ど
大
学
や
研
究
機
関
に

務
め
る
人
物
で
あ
る
。
研
究
所
は
知
識

と
い
う
公
共
財
を
社
会
に
提
供
す
る
と

い
う
目
標
の
下
、
毎
年
、
社
会
大
衆
向

け
の
学
術
セ
ミ
ナ
ー
や
、
経
済
・
教
育

改
革
・
私
営
企
業
の
発
展
・
公
共
事
業
・

文
化
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
テ
ー
マ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、

企
業
家
や
国
内
外
の
若
手
研
究
者
向
け

の
サ
ロ
ン
も
展
開
し
て
い
る
。
研
究
所

が
提
唱
す
る
の
は
、
参
加
者
自
ら
の
意

思
を
自
由
に
表
明
す
る
こ
と
が
、
中
国

に
お
け
る
思
想
空
間
の
形
成
と
拡
大
に

つ
な
が
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

中
国
政
治
・
社
会
領
域
が
起
き
て
い

る
変
革
を
記
録
し
続
け
て
い
る
の
が
、

｢

中
国
と
世
界
研
究
所｣

で
あ
る
。
創

設
者
李
凡
は
ア
メ
リ
カ
で
留
学
の
経
験

を
積
ん
だ
後
、
国
務
院
国
際
問
題
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
経
て
、
一
九
九

四
年
に
「
中
国
と
世
界
研
究
所
」
を
立

ち
上
げ
た
。
同
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
は

大
学
・
研
究
機
関
の
学
者
・
研
究
者
、

政
府
機
関
の
ブ
レ
ー
ン
、
企
業
家
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。主
な
研
究
分
野
は
、

中
国
経
済
・
政
治
改
革
（
例
え
ば
中
国

の
政
治
と
民
主
化
の
関
連
性
、
中
国
の

経
済
政
策
、
中
国
の
文
化
）、
お
よ
び

中
国
と
世
界
と
の
相
互
作
用
に
関
す
る

研
究
（
例
え
ば
米
中
関
係
、
中
台
関
係

な
ど
）
と
さ
れ
る
。

な
か
で
も
、
中
国
の
民
主
化
に
関
す

る
実
践
活
動
へ
の
取
り
組
み
は
注
目
さ

れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
、
同
研
究
所

は
四
川
省
遂
寧
市
歩
雲
郷
の
郷
長
直
接

選
挙
を
対
象
に
、
郷
鎮
選
挙
に
関
す
る

研
究
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
、
研
究

所
は
中
国
の
基
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る
改

革
・
民
主
化
の
動
き
に
つ
い
て
、
二
〇

〇
〇
年
に
社
区
の
直
接
選
挙
、
二
〇
〇

五
年
に
基
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る
公
共
財

政
予
算
の
改
革
、
二
〇
〇
八
年
に
は
社

会
公
共
政
策
に
関
連
し
た
研
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
研
究
所
は
、
基
層

レ
ベ
ル
に
お
け
る
民
主
改
革
の
可
能

性
、
お
よ
び
そ
の
限
界
に
つ
い
て
参
与

観
察
し
な
が
ら
、
政
府
に
対
し
て
政
策

的
提
言
も
行
っ
て
い
る
。

他
に
は
、
環
境
保
護
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

労
働
者
の
権
益
保
護
、
法
律
支
援
な
ど

多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
草

の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て
も
、
知
識
人
が

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

●
ま
と
め

―
中
国
市
民
社
会
の
ゆ
く
え
―

中
国
の
市
民
社
会
は
、市
場
経
済
化
、

都
市
化
の
進
展
の
な
か
で
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
他
方
、
中
国
市
民
社
会
の
団

体
地
図
を
鑑
み
れ
ば
、
従
来
、
自
由
結

社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
は
少
数

で
あ
り
、数
多
く
の
市
民
社
会
組
織
は
、

市
場
経
済
化
以
降
、
党
・
政
府
が
社
会

領
域
へ
の
統
制
・
管
理
を
再
編
す
る
一

環
と
し
て
育
成
・
推
進
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
も
、
私
営
企
業
家

や
知
識
人
と
い
っ
た
中
産
階
級
の
成
長

は
、
自
由
結
社
の
活
発
化
を
促
進
し
て

い
る
。
彼
ら
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

設
立
し
た
市
民
社
会
組
織
は
、
経
済
領

域
、
社
会
領
域
に
お
い
て
既
存
の
政
治

シ
ス
テ
ム
か
ら
自
立
し
た
利
益
団
体
の

形
成
や
公
共
的
言
説
空
間
の
拡
大
に
積

極
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
市
民
社
会
組
織
が
増
え
続
け
れ

ば
、
党
・
政
府
と
い
っ
た
公
権
力
に
挑

戦
す
る
勢
力
と
し
て
存
在
感
が
増
し
て

ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
権
威
主
義
体
制
を
維
持
す
る

党
・
政
府
は
、
社
会
へ
の
統
制
を
継
続

さ
せ
る
た
め
に
市
民
社
会
を
規
制
す
る

こ
と
で
は
妥
協
し
な
い
と
い
う
態
度
を

み
せ
て
い
る
。
今
年
六
月
に
山
西
省
運

城
市
長
直
郷
は
、
中
央
国
家
安
全
委
員

会
の
指
導
を
受
け
、
当
郷
で
活
動
し
海

外
と
の
連
携
を
持
つ
市
民
社
会
組
織
を

対
象
に
調
査
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の

後
、
各
地
の
市
民
社
会
組
織
も
同
様
に

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
交
流
活
動
、
海
外
資

金
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
地
元
政
府
か

ら
調
査
を
受
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

国
際
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
一
層
緊
密

と
な
る
今
日
、
党
・
政
府
は
中
国
国
内

の
市
民
社
会
組
織
と
国
際
社
会
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
高
い
警
戒

を
抱
い
て
い
る
。
今
後
、
中
国
の
市
民

社
会
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。党
・

政
府
と
社
会
領
域
、
さ
ら
に
国
際
社
会

の
せ
め
ぎ
あ
い
が
長
期
的
に
続
く
こ
と

に
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
こ
う　

め
い
／
筑
波
大
学
人
文
社
会
系

非
常
勤
研
究
員
）
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